
鎌

田

道

隆

著

『
近

世

京

都

の

都

市

と

民

衆

』
坂

本

博

司

本
書
は
、
京
都
市
史

(『京
都
の
歴
史
』
)
の
編
さ
ん
に
長
く
関
わ
っ

て
こ
ら
れ
た
鎌
田
道
隆
氏
の
論
文
集
で
あ
る
。
ま
ず
、
初
出

一
覧
に

よ
っ
て
本
書

の
構
成
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

第

一
篇

近
世
統

一
権
力
と
民
衆

第

一
章

戦
国
期
に
お
け
る
市
民
的
自
治
に
つ
い
て
1
上
下
京

・
町

組

・
町
を
め
ぐ

っ
て
ー

(『
奈
良
大
学
紀
要
』
第
十
二
号
、

一
九
八
三
)

第
二
章

京
都
改
造

-
近
世
石
高
制
の
都
市

へ
ー

(『
奈
良
史
学
』
第
十

一
号
、

一
九
九
三
)

第
三
章

初
期
幕
政
に
お
け
る
京
都
と
江
戸

(『
奈
良
史
学
」
第
十
号
、

一
九
九
二
)

第
四
章

慶
長

・
元
和
期
に
お
け
る
政
治
と
民
衆

!

「
か
ぶ
き
」

の
世
相
を
素
材
と
し
て
ー

(『奈
良
史
学
』
第
二
号
、

一
九
八
四
)

第

二
篇

近
世
都
市

と
市

民
生
活

第

一
章

町
の
成
立
と
町
規
則

(『
京
都
町
触
の
研
究
』
、
岩
波
書
店
、

一
九
九
六
)

第
二
章

京
都
に
お
け
る
十
人
組

・
五
人
組

の
再
検
討

(『京
都
市
歴
史
資
料
館
紀
要
』
第
三
号
、

一
九
八
六
)

第
三
章

都
市
借
家
人
問
題
の
歴
史
的
展
開

(新
稿

・
一
九
九
九
)

第
四
章

近
世
都
市
に
お
け
る
都
市
開
発
ー
宝
永
五
年
京
都
大
火
後

の
新
地
形
成
を
あ
ぐ
っ
て
ー

(『奈
良
史
学
』
第
十
四
号
、

一
九
九
六
)
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第
五
章

近
世
京
都

の
観
光
都
市
化
論

(『
奈
良
史
学
』
第
十
六
号
、

付
論

民
衆
運
動
と
し
て
の
天
保
踊

(『
藝
能
史
研
究
』
第
五
十
四
号
、

一
九
九
八
)

一
九
七
六
)

第

三
篇

政
治

・
都
市

・
市

民

第

一
章

「
お
か
げ
ま
い
り

・
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
考

(『
藝
能
史
研
究
』
第
四
十
三
号
、

一
九
七
三
)

第
二
章

幕
末
に
お
け
る
国
民
意
識
と
民
衆

(『奈
良
大
学
紀
要
」
第
十
六
号
、

一
九
八
七
)

第
三
章

幕
末
京
都
の
政
治
都
市
化

(『京
都
市
歴
史
資
料
館
紀
要
」
第
十
号
、

一
九
九
二
)

第
四
章

京
都
と

「御

一
新
」

(『文
明
開
化
の
研
究
』
、
岩
波
書
店
、

一
九
七
九
)

柱
と
な

る
論
考
は
、
鎌
田
氏
が
京
都
市
史
編
さ
ん
所
か
ら
奈
良
大

学
に
移
ら
れ
て
か
ら
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
意
欲
的
な

取
組
が
、
第

一
篇

「近
世
統

一
権
力
と
民
衆
」
に
集
め
ら
れ
た
。
い

ず
れ
も
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
や
通
説

に
真
正
面
か
ら
疑
問
を
投
げ
か

け
、
自
問
自
答
の
末
に
形
づ
く
ら
れ
て
い
っ
た
成
果
で
あ
る
。
大
量

の
新
出
史
料
を
自
由
に
操
る
仕
事
と
は
違

っ
て
、
必
然
的
に
先
学
の

批
判
、
問
題
点
の
指
摘
か
ら
は
じ
ま
り
、
新
し
い
論

へ
の
組
み
替
え

と
再
構
築
の
作
業
が
な
さ
れ
て
い
く
。
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
嫌
な
役

回
り
だ
が
、
お
そ
ら
く
、
こ
れ
ら
の
基
本
と
な
る
骨
格
は
、
ず
い
ぶ

ん
と
以
前
か
ら
暖
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

第

一
章

「戦
国
期
に
お
け
る
市
民
的
自
治

に
つ
い
て
1
上
下
京

・

町
組

・
町
を
め
ぐ

っ
て
ー
」
は
、
「
町
-
町
組

ー
上
下
京
と
京
都
の

町
自
治
が
発
展
す
る
」
、
あ
る
い
は

「
戦
国
期

に
町
自
治
が
挫
折

・

変
質
さ
せ
ら
れ
た
」
と
い
う
旧
来
か
ら
の
考

え
方
に
対
し
て
、
抱
き

続
け
て
き
た
違
和
感
を
自
ら
払
拭
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
も
の
で

あ
る
。
結
論
と
し
て
は
、
町
は
織
田
政
権
の
登
場
以
降
、
地
子
銭
免

除
に
よ

っ
て
土
地
所
有
を
基
盤
と
す
る
政
治
的
行
政
的
な
単
位
と
し

て
育
成
さ
れ
る
と
す
る
。
通
説
を
き
ゅ
っ
と
ひ
ね

っ
た
よ
う
な
見
方

に
戸
惑

い
を
覚
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
認
識
の
甘
さ

に
対
す
る
的
確
な
指
摘

で
あ
る
と
と
も
に
、
近
世
町
共
同
体
の
輪
郭

を
明
確

に
し
た
論
考

で
あ
る
。

第
二
章

「京
都
改
造

-
近
世
石
高
制

の
都
市

へ
ー
」
は
、
豊
臣
政

権

の
時
代
を
前
後
期

に
区
切
り
、
京
都
が
巨
大
な
市
場
機
能
を
も

つ

経
済
都
市
、
「近
世
都
市
」
と
し
て
改
造
さ
れ

る
課
程
を
検
証
す
る
。

天
正
十
八
年
以
降
を

「後
期
豊
臣
政
権
」
と
位
置
づ
け
、
「
短
冊
型
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町
割
」
「
寺
院
街
の
形
成
」
「
公
家
町
と
武
家
町
」
「
お
土
居
の
建
設
」

「地
子
銭

の
免
除
」
と
街
区
全
般
に
目
を
行
き
渡
ら
せ
る
。

第
三
章

「初
期
幕
政

に
お
け
る
京
都
と
江
戸
」
は
、
二
元
政
治

つ

ま
り
江
戸
と
駿
府
の
二
元
政
権
論
の
見
直
し
を
説
き
、
西
日
本
支
配

の
相
対
的
な
独
自
性
を
示
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
東
日
本

・
西
日
本

の

二
元
構
造

へ
の
政
治
的
対
応
と
の
見
方
を
示
す
。
初
期
幕
政

の
中
枢

に
あ

っ
た
京
都
か
ら
、
地
域
史
的
な
視
点
で
も

っ
て
二
元
政
治
論
を

見
据
え
た
説
得
力

の
あ
る
見
解
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
鎌
田
氏

に
は

先
行
の
著
作
、
『近
世
都
市
京
都
』
(角
川
書
店
)
と
、
叙
述

の
趣
き

は
異
な

る
が

『京

・
花
の
田
舎
」
(柳
原
書
店
)
が
あ
る
。
第

一
篇

の
二
章

・
三
章
は
、
前
者
の
第

一
章
と
第
二
章
を
そ
れ
ぞ
れ
補
完

・

強
化
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

第
四
章

と
し
て
組
み
込
ま
れ
た

「慶
長

・
元
和
期

に
お
け
る
政
治

と
民
衆
」

は
、

一
転
し
て
華
や
か
な
テ
ー
マ

「
か
ぶ
き
者
」
が
取
り

上
げ
ら
れ
る
。
芸
能
や
風
俗
と
い

っ
た
観
点
か
ら
語
ら
れ
る
こ
と
の

多
い
対

象
に
、
時
代
と
社
会
的
な
背
景
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
を
試
み
た

も
の
で
、

貫
徹
さ
れ
る
新
し
い
政
治
秩
序

へ
の
抵
抗

の
姿
を
そ
こ
に

読
み
と
ろ
う
と
す
る
。
た
し
か
に
、
近
世
初
期

の
風
俗
画
に
彼
ら
の

姿
は
、

町
の
生
活
を
営
む
民
衆
と
と
も
に
見
事

に
そ
の
構
図
に
溶
け

込
ん
で
描
か
れ
る
。
洛
中
洛
外
図

の
い
く

つ
か
の
カ

ッ
ト
が
思
い
浮

か
ぶ
。

第
二
篇
は
、
新
稿

一
つ
を
含
む
比
較
的
最
近
の
論
考
を
中
心
に
五

章
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
町
共
同
体
の
自
律
的
な
活
動
の
実
態
と
推
移
、

都
市
民
の
動
向
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
。
ま
ず
第

一
章

「町
の
成
立

と
町
規
則
」
は
、
前
後
の
論
考
を
軸
と
し
て
、
近
世
京
都
の
町
そ
れ

自
体
に
焦
点
を
絞
り
込
ん
だ
、
い
わ
ば
ま
と
め
的
な
作
品
と
で
き
る
。

町
と
構
成
員
に
よ
る
共
同
か

つ
私
的
な
家
屋
敷
の
所
有
関
係
を
基
礎

に
、
町
内
の
意
識
の
高
ま
り
と
、
町
が
行
政
上
の
単
位
と
し
て
質
的

に
揃
え
ら
れ
て
く
る
過
程
を
町
規
則
を
中
心

に
追
う
。

第
二
章

「京
都
に
お
け
る
十
人
組

・
五
人
組
の
再
検
討
」
は
、
こ

れ
も
第

一
篇
の
流
れ
に
あ
る
も
の
で
従
来
の
理
解
や
そ
の
混
乱
を
正

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
町
内
の
役
職

に

つ
い
て
は
、
自
治
の

性
格
と
内
容
に
大
き
く
関
係
す
る
問
題

で
あ
る
か
ら
、
念
入
り
な
実

証
の
ス
タ
イ
ル
を
と
り
、
隣
保
組
織
あ
る
い
は
互
助
組
織
と
し
て
の

家
の
組
と
、
町
役
と
し
て
の
五
人
組
を
峻
別
す
る
こ
と
に
成
功
し
て

い
る
。
当
該
時
期

の
京
都
の
町
文
書
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
、
そ
れ
で

い
て
性
格
は

一
様

で
な
い
。
扱
い
の
難
し
い
少
な
い
情
報
が
、
適
切

に
処
理
さ
れ
て
い
る
。

第
三
章

「都
市
借
屋
人
問
題
の
歴
史
的
展
開
」
は
新
稿
で
あ
る
。

こ
こ
で
著
者
は
町
共
同
体
の
な
か
に
足
を
踏
み
入
れ
る
。
と
い
っ
て
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も
正
規

の
構
成
員

で
あ
る
家
持

で
は
な
く
、
そ
れ
を
補
完
す
る
借
屋

人
と
し

て
で
あ
る
。
借
屋
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
た
の
か
、

近
世
初
期
か
ら
後
半
に
か
け
て
、
規
制
と
実
態
に
つ
い
て
、
町
触
と

多
様
な
町
自
身
の
規
定
を
絡
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
そ
の
変
遷
を
整
理

し
て
い
る
。
借
屋
人
の
問
題
は
、
都
市
史
を
語
る
上
で
重
要
な
関
心

の

一
つ
で
あ
る
。
本
稿
は
京
都

で
も

っ
て
、
そ
れ
を
取
り
上
げ
る
場

合
の
下
敷
と
な
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
都
市
を
襲
う
災
害

で
、
も

っ
と
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
る
も

の
に
火
事
が
あ
る
。
京
都

で
そ
の
最
た
る
も
の
が
、
天
明

の

大
火
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
お
そ
ら
く
大
方
の
町
が
、
文
書
を
焼

失
さ
せ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
ん
と
か
被
害
を
免
れ
た
明
和
四

年
の
沽
券
帳
が
、
町
の
貴
重
な
土
地
台
帳
と
し
て
長
く
持
ち

つ
が
れ

て
い
る

こ
と
が
あ
る
が
、
天
明
年
間
以
前
は
本
当
に
少
な
い
。
町
文

書
の
調
査
を
経
験
し
た
者

の
実
感

で
あ
る
。
第
四
章

「近
世
都
市

に

お
け
る
都
市
開
発
」
は
、
そ
れ
に
先
行
す
る
大
火
の

一
つ
、
宝
永
五

年
に
起
き

た
火
災
後
の
、
禁
裏
周
辺
の
町
々
や
寺
院
の
集
団
移
転
を

取
り
上
げ

て
い
る
。
二
条
川
東
な
ど
郊
外

へ
の
強
制
移
住
は
、
生
活

面
で
の
条
件
に
恵
ま
れ
ず
、
し
だ
い
に
移
住
先
が
遊
所
化
し
た
状
況

を
指
摘
す

る
。
災
害
か
ら
の
復
興
と
そ
の
後
の
町
づ
く
り
の
困
難
さ

を
あ
ら
た
め
て
知
る
お
も
い
が
す
る
。

第
五
章

「近
世
京
都
の
観
光
都
市
化
論
」

は
、
近
世
中
頃
の
京
都

市
中
全
般
の
と
く
に
文
化
的
動
き
に
注
目
す

る
。
数
々
の
京
都
ブ
ラ

ン
ド
、
多
分
野
に
お
よ
ぶ
京
風
文
化
を
紹
介
し
な
が
ら
、
京
都
の
経

済
都
市
か
ら
観
光
都
市

へ
の
転
換
を
概
説
的

に
述
べ
る
。
四
章
、
五

章
、
個
別
テ
ー
マ
と
概
論
と
い
う
別
は
あ
る
が
、
近
世
中
期
の
京
都

に
目
を
向
け
る
。
こ
こ
で
鎌
田
氏
は
、
京
都

は
膨
張
せ
ず
に
、
い
い

意
味
で
停
滞
し
な
が
ら
、
自
ら
の
努
力
に
よ

っ
て
、
個
性
あ
ふ
れ
る

文
化
を
生
み
出
し
て
き
た
と
す
る
。
『京

・
花

の
田
舎
」

に
お
い
て

も
、
京
都
庶
民
の
地
道
な
営
み
を
積
極
的
に
評
価
し
よ
う
と
す
る
態

度
が
貫
か
れ
て
い
る
。

筆
者
が
勤
務
す
る
宇
治
の
場
合
も
、
人
口
な
ど
の
町
勢
を
示
す
デ
ー

タ
は
近
世
を
通
じ
て
、
あ
き
ら
か
に
衰
退
の

一
途
を
た
ど
る
。
初
夏

の
製
茶
の
最
盛
期
に
は
、
外
部
か
ら
茶
摘
み
や
焙
炉
師
な
ど
、
大
量

の
季
節
労
働
者
の
受
入
を
不
可
欠
と
し
、
茶
業
は
近
隣
の
村
々
を
巻

き
込
み
、
ど
ん
ど
ん
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。

ま
た
程
度
の
差
は
あ
る

が
、
宇
治
も
観
光
地
で
あ
る
。
外
来
者
を
呼
び
込
む
、
興
味
を
喚
起

す
る
も
の
が
あ

っ
て
、
そ
れ
が
最
大
限
に
活
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

内
面
的
あ
る
い
は
内
在
す
る
要
因
と
と
も
に
、
外
界
か
ら
の
要
請
、

京
都
や
そ
の
周
辺
を
含
め
て
抱
き

つ
づ
け
ら
れ
る
憧
れ
や
ま
な
ざ
し
、

そ
れ
に
関
連
し
て
実
際
に
投
入
さ
れ
た
資
本

や
労
働
力
に
も
関
心
を
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よ
せ
た

い
と
思
う
。
こ
の
あ
た
り
の
相
関
関
係
、
人
び
と
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
源
を
明
ら
か
に
す
る
具
体
的
な
検
証
が
、
い
ろ
ん
な
方
面
で

積
み
重

ね
ら
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

幕
末

か
ら
明
治
維
新
期
を
あ

つ
か

っ
た
第
三
篇

「
政
治

・
都
市

・

市
民
」

は
、
著
者
の
お
得
意
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
町
文
書
を
慎
重

に
切
り
刻

む
よ
う
に
配
列
す
る
こ
れ
ま
で
の
各
論
の
手
法
と
は
異
な

り
、
史
料

が
ゆ

っ
た
り
と
駆
使
さ
れ

て
い
る
。
著
者
は
対
象
に
よ

っ

て
緩
急

・
硬
軟

の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
見
事
に
使

い
分
け
る
。
熱
心
に
取

り
組
ま

れ
て
い
る

「
お
も
ち

ゃ
」
づ
く
り
や
徒
歩

に
よ
る
伊
勢
参
り

の
実
践
、

「実
験
歴
史
学
」
も
そ
の
範
囲
を
出
る
も

の
で
は
な

い
。

本
篇
で
は
京
都
が
歴
史
の
表
舞
台
に
、
あ
ら
た
め
て
登
場
す
る
幕
末
、

翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
い
き
い
き
と
躍
動
し
、
か

つ
し

っ
か
り
と
将
来

を
見

つ
め
よ
う
と
す
る
民
衆
の
姿
を
抽
出
す
る
。
特
徴
的
な
の
は
、

第
二
章

「幕
末

に
お
け
る
国
民
意
識
と
民
衆
」

で
あ
る
。

こ
こ
で
は

京
都
の
町
中
と
、
同
時
に
広
い
海
原
を
見
渡
す
か
の
よ
う
に
、
二

つ

の
舞
台
を
交
錯
さ
せ
な
が
ら
、
民
衆
的
な
視
座
と
国
民
意
識

の
関
連

を
説
き
す
す
あ
る
。
熱
く
語
ら
れ
る
国
民
的
な
海
防

の
考
え
方
は
、

著
者
が
屋
久
島
の
生
ま
れ
育
ち
で
あ
る
こ
と
と
無
関
係

で
は
あ
る
ま

い
。
南
国

の
暖
か
い
風
と
潮
の
香
り
が
、
近
世
都
市
論
と
か
ら
み
あ

っ

て
い
る
。

本
書

に
よ

っ
て
築
か
れ
た
近
世
京
都
研
究

の
新
し
い
起
点
か
ら
、

さ
ら
に
高

い
関
心
が
呼
び
起
こ
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
各

論
考

で
提
起
さ
れ
た
課
題
に
、
鎌
田
氏
は
も
ち
ろ
ん
研
究
室
全
体

で

取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

(平
成
十
二
年
三
月
刊
、
思
文
閣
出
版
、
三
九
五
頁
、
七
八
〇
〇
円
)

(宇
治
市
歴
史
資
料
館
)
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